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ビ
ー
ム
物
理
研
究
会
：
講
演
１
７
件
（
う
ち
若
手
セ
ッ
シ
ョ
ン
９
件
）

 





参
加
者

:一
般

1
7
名
、
学
生

2
1
名

 



一
般
講
演
内
容

 
發
知
英
明
氏
（J-PARC

）
に
よ
る
招
待
講
演
『
大
強
度
陽
子
加
速
器
に
お
け
る
ビ
ー
ム
物
理
』 が

あ
っ
た
。

J-PARC
の

3-GeV
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
で
は

2015
年

1
月
に

1 M
W
相
当
の
陽
子
ビ
ー
ム
加
速

に
成
功
し
た
。
こ
の
実
現
に
は
、
負
イ
オ
ン
源
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
、
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
ウ
ェ

ア
の
開
発
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
ビ
ー
ム
物
理
の
研
究
も
大
い
に
寄
与
し
て
い
る
。
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ

ン
入
射
時
に
お
け
る
ビ
ー
ム
損
失
は
、
誤
差
磁
場
、
空
間
電
荷
、
荷
電
変
換
フ
ォ
イ
ル
で
の
散
乱
な

ど
複
数
の
効
果
が
絡
み
合
っ
た
結
果
で
あ
り
、
そ
の
解
決
に
は
、
高
度
な
ビ
ー
ム
の
運
動
学
的
検

討
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

 
一
般
講
演
で
は
、
蓄
積
リ
ン
グ
に
お
け
る

6
極
磁
場
を
使
っ
た
ビ
ー
ム
サ
イ
ズ
の
測
定
法
（
兵
庫
県

立
大
、
庄
司
善
彦
）
、

6-GeV ERL に
お
け
る
コ
ン
プ
ト
ン
散
乱
に
よ
る
偏
極
陽
電
子
生
成
の
可
能
性

（KEK
、
島
田
美
帆
）
、
極
低
エ
ミ
ッ
タ
ン
ス
蓄
積
リ
ン
グ
の
設
計
に
お
け
る
遺
伝
的
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と

解
析
的
手
法
の
比
較
（JASRI、

下
崎
義
人
）
、
共
振
器
型

XFELか
ら
の
コ
ン
プ
ト
ン
散
乱

GeV
ガ
ン
マ

線
の
発
生
（JAEA

、
羽
島
良
一
）
、
グ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
状
構
造
体
に
レ
ー
ザ
ー
を
入
射
す
る
誘
電
体

電
子
加
速
の
紹
介
（
東
大
、
小
山
和
義
）
、
速
度
集
群
法
で
生
成
し
た
極
短
電
子
バ
ン
チ
の
ス
ト

リ
ー
ク
カ
メ
ラ
に
よ
る
測
定
の
限
界
（
東
北
大
、
齊
藤
寛
峻
）
、
光
陰
極

DC
電
子
銃
を
使
っ
た
ス
ミ
ス

パ
ー
セ
ル

FEL（JAEA
、
西
森
信
行
）
の
発
表
が
並
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
に
対
し
て
活
発
な
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
た
。

 
 



若
手
セ
ッ
シ
ョ
ン

 
今
回
の
開
催
で
は
、
口
頭
発
表
の
機
会
を
若
手
研
究
者
へ
よ
り
多
く
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
新

た
に
「
若
手
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
設
け
た
。
ま
た
、
研
究
意
欲
を
高
め
、
研
究
の
発
展
を
支
援
す
べ
く
、
優
秀

な
発
表
者
に
は
「
若
手
発
表
賞
」
を
授
与
す
る
こ
と
と
し
た
。
受
賞
資
格
は
年
齢
で
区
切
る
の
で
は
な

く
学
生
も
し
く
は
若
手
研
究
員
と
し
、
審
査
基
準
は
研
究
成
果
よ
り
研
究
背
景
、
目
的
、
手
法
・
手
順
、

結
果
、
考
察
と
い
っ
た
発
表
と
し
て
の
纏
ま
り
を
重
視
し
た
。
若
手
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
フ
ォ
ト
カ
ソ
ー
ド

開
発
、
電
磁
石
性
能
評
価
、
ビ
ー
ム
診
断
技
術
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ド
開
発
、
モ
ニ
タ
開
発
、

ビ
ー
ム
理
論
、
加
速
空
洞
開
発
、
ア
ン
ジ
ュ
レ
ー
タ
開
発
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
研
究
テ
ー
マ
に
関
し
て

9
件
の
口
頭
発
表
と
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
１
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
様
々
な
テ
ー
マ
に
関
す
る
発
表

が
連
続
し
て
行
わ
れ
た
た
め
、
大
学
関
係
者
以
外
の
参
加
者
に
と
っ
て
は
修
士
論
文
発
表
会
や
公

聴
会
に
参
加
し
た
印
象
を
受
け
た
。
ど
れ
も
活
気
あ
る
発
表
で
あ
っ
た
が
、

6
名
の
審
査
員
に
よ
る
審

査
が
行
わ
れ
、
平
義
隆
氏
（
産
総
研
）
と
大
谷
将
士
氏
（

K
EK
）
の

2
名
が
「
若
手
発
表
賞
」
を
受
賞
し
た

（
図

3
）
。
ポ
ス
タ
ー
発
表
で
参
加
者
し
た
学
生
か
ら
は
、
次
回
は
口
頭
発
表
で
参
加
し
受
賞
を
目
指
し

た
い
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
も
今
回
の
試
み
は
成
功
し
た
と
思
わ
れ
る
。
次
回
以
降
も
賞

が
設
け
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
多
く
の
応
募
者
に
よ
る
よ
り
活
発
な
議
論
と
学
生
か
ら
の
受
賞
者
を
期

待
し
た
い
。

 
 



若
手
の
会

 
若
手
セ
ッ
シ
ョ
ン
終
了
後
、
会
場
を
東
京
大
学
や
よ
い
研
究
員
宿
舎
に
移
し
て
、
若

手
の
会
を
開
催
し
た
。
若
手
の
会
と
い
っ
て
も
学
生
や
若
手
研
究
者
だ
け
で
な
く
ベ
テ

ラ
ン
の
研
究
者
も
参
加
し
た
。
日
暮
れ
か
ら
の
開
始
だ
っ
た
の
で
、
夕
食
を
兼
ね
た

懇
親
会
に
て
各
々
の
研
究
室
紹
介
を
行
っ
た
。
あ
ま
り
か
し
こ
ま
っ
た
内
容
で
は
な
く
、

フ
ラ
ン
ク
な
紹
介
が
続
き
、
楽
し
く
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
懇
親
会
を
通
し
て
、
参
加
者

同
士
で
研
究
の
話
は
も
ち
ろ
ん
、
学
生
同
士
で
は
就
職
活
動
に
関
す
る
情
報
交
換

や
四
方
山
話
で
盛
り
上
が
り
、
親
睦
が
深
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
翌
朝
は
学
生
に
よ

る
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

12
件
の
発
表
が
あ
り
、

1
件
あ
た
り

5
分
の
シ
ョ
ー

ト
オ
ー
ラ
ル
の
後
に
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
発
表
件
数
に
対
し
て
十
分
な

時
間
（2
時
間
）
を
設
け
た
と
思
っ
て
い
た
が
、
終
了
間
際
ま
で
活
発
な
議
論
が
な
さ

れ
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。
各
研
究
室
紹
介
が
、
研
究
内
容
の
み
な
ら
ず
メ
ン

バ
の
生
活
・
個
性
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
、
場
が
和
み
・
盛
り
上
が
っ
た
。
こ
の
会

を
通
じ
て
学
生
及
び
若
手
研
究
者
間
の
交
流
が
深
ま
り
、
活
発
な
研
究
活
動
に
結
び

つ
け
ば
幸
い
で
あ
る
。

 
 



次
回

 
2012

広
島
大
・
宮
島
、

2013
沖
縄
科
技
大
、

 
2014

京
大
・宮
津
市
、

2015
東
大
・
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
東
海
、

 
 

本
研
究
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
東
海
村
か
ら
は
研
究
会
会
場
の
提
供
、

J-
PARC

か
ら
は
会
場
の
無
線

LAN
の
提
供
、
東
京
大
学
原
子
力
専
攻
の
ス
タ
ッ

フ
・
学
生
か
ら
は
受
付
や
見
学
案
内
の
協
力
及
び
宿
泊
施
設
・
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
会
場
の
提
供
を
い
た
だ
い
た
。

 皆
様
、
特
に
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
羽
島
良
一
氏
、
Ｊ
－

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
原
田
寛
之
氏
、

 東
大
神
野
智
史
氏
に
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 
ま
た
常
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た
、
日
本
物
理
学
会
ビ
ー
ム
物
理
領
域
、
ビ
ー
ム

物
理
研
究
会
、
日
本
加
速
器
学
会
、
日
本
原
子
力
学
会
加
速
器
・
ビ
ー
ム
科

学
部
会
の
方
々
に
、
厚
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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